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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、XPC複合体の主要構成要素であり、ゲノム全域ヌクレオチド除去修復（NER）の初期段階で重要な役割を果たします。コードされるタンパク質は、損傷の検知とDNA結合に重要であり、一本鎖DNAを優先的に結合します。この遺伝子または他のNER構成要素の変異は、まれな常染色体劣性遺伝疾患である色素性乾皮症を引き起こす可能性があります。この疾患は、日光に対する感受性の亢進と若年期の癌発症を特徴とします。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Jurkat (1) および Hela (2) 細胞溶解物に対する XPC マウス mAb を使用したウエスタン ブロット分析。
	

	XPCマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	XPC マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	XPC マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	XPC マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。

